
1991年出上の木簡

に
し
が
わ

ら

も
り

の

う
ち

滋
賀
・西
河
原
森
ノ
内
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
野
洲
郡
中
主
町
大
字
西
河
原

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
九
月
を

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
中
主
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
辻
　
広
志

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
前
期
を
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
衛
出
土
遺
構
の
概
要

西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
は
、
野
洲
川
右
岸
下
流
域
の
沖
積
地

（自
然
堤
防
帯
）
に

位
置
す
る
遺
跡
で
、
官
行
状
の
建
物
群
や
、
天
武
朝
の
文
書
木
簡
を
始
め
、
律

令
期
の
多
量
の
遺
物
が
出
土
し

て
い
る
。

今
回
の
第

一
三
次
調
査
は
、

資
材
置
場
建
設
に
伴
い
五
五
六

∬
を
調
査
し
た
も
の
で
、
先
の

画

官
衛
状
遺
構
群
か
ら
約
四
〇
〇

臥　
ｍ南
に
位
置
す
る
。

価
　
調
査
地
に
お
け
る
検
出
遺
構

と
そ
の
時
期
は
、
第

一
遺
構
面

が
一
二
世
紀
ｉ
二
〇
世
紀
、
第
二
遺
構
面
が
一
〇
世
紀
ｉ
一
二
世
紀
、
第
二
遺

構
面
が
八
世
紀
後
半
を
一
〇
世
紀
初
で
、
第
四
遺
構
面
が
七
世
紀
後
半
を
八
世

紀
初
頭
で
あ
る
。
第
二
遺
構
面
か
ら
は
野
洲
郡
の
統

一
条
里
型
地
割
に
ほ
ぼ
等

し
い
、
六
条
八
里
三
〇
坪
と
七
条
八
里
二
五
坪
の
里
界
線
に
あ
た
る
大
畦
を
、

第
三
遺
構
面
に
お
い
て
は
第
二
遺
構
面
の
下
層
に
両
岸
に
大
畦
を
も
つ
里
界
線

の
溝
を
検
出
し
た
。
第
四
遺
構
面
は
、
約

一
ｍ
も
の
洪
水
層
の
下
に
あ
り
、
上

層
と
は
全
く
異
な
る
地
割
を
示
し
て
お
り
、
幅
三
ｍ
以
上
、
深
さ
一
・
七
ｍ
以

上
の
南
北
溝

（運
河
か
）、
そ
の
西
岸
の
大
畦
と
水
田
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
こ

の
第
四
遺
構
面
か
ら
出
上
し
た
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

①
　
。
「
受
　
　
　
□
□
□
知
□
□
□
子
□
十
　
　
　
　
　
回
□

名
□
□
日
□
　
　
　
一日
日
日
‐―
日
日
日
一

一Ｈ

＝

一

□
□
□
□
斗
□
　
　
申
回
□
　
　
　
□
□

□
□
□
□
□
国
人
口
□

（Ｓ
⇔
じ
×
６
じ
ｘ
Ｐ∞
　
ｏ
お

木
簡
は
、
第
四
遺
構
面
の
大
畦
近
く
の
水
田
面
上
に
や
や
浮
い
た
位
置
で
、

八
片
に
折
り
捨
て
ら
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
現
況
は
、
上
端
が
当
初
の
面

を
残
す
も
の
の
、
両
側
辺
を
削
り
落
し
て
幅
を
減
じ
二
次
的
な
加
工
を
加
え
て

い
る
と
共
に
、
下
端
を
折
損
し
て
い
る
。
文
字
は
、
表
裏
に
見
ら
れ
、
表
と
考



え
ら
れ
る
面
の
上
端
に
は

「受
」

の
文
字
が
あ
ヶ
、

る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
判
然
と
し
な
い
。

い
。

物
品
等
の
収
受
に
関
わ

今
後
の
検
討
を
待
ち
た

（辻
　
広
志
）




